
「震災復興活動から気候変動対策へ」
−１４年間の活動と未来へ向けて−

水産多面的機能発揮対策シンポジウム



今日の
キーワード

藻場の現状

活動内容と成果

課題



Profile
名前：佐藤 寛志 愛称：クマ

活動地・団体：
岩手県    大槌町 大槌町藻場再生協議会

   大船渡市 越喜来湾藻場保全の会
   大船渡市 吉浜湾を守る会
   大船渡市 綾里地区
   陸前高田市 米崎地区

神奈川県 藤沢市 江ノ島フィッシャーマンズプロジェクト

みちのくダイビングリアス 経営
NPO三陸ボランティアダイバーズ 代表理事
NPO江ノ島フィッシャーマンズプロジェクト 理事
一般社団法人海と日本プロジェクトｉｎ岩手 理事

2011年 NPO法人三陸ボランティアダイバーズ結成
2014年 環境省グッドライフアワード

 環境大臣賞 最優秀賞受賞
2018年 日本復興の光大賞受賞
2023年 Sea Hero 日本人で初の選出
2024年 PADI アンバサダイバー



活動内容

藻場保全 海浜川清掃 教育

リサーチ 漁業支援



藻場再生活動

 昆布林の再生

 アマモ場の再生

 アカモク林の再生

 ウニの移植や駆除



震災瓦礫の
撤去

 岩手県宮古市から

宮城県石巻市まで

 漁港から漁場へ

 海水浴場の海底清掃

 これまでに参加したダイ
バーの人数は約１万人



三陸復興モデル
ダイバーと漁師の二人三脚



道徳の教科書







時を遡ること２０年前



椰子のき





２００４年

１２月２６日

スマトラ津波発生



タイ南西部

パンガー県
カオラック

世界中から観光客が
集まるリゾート地





防災イベント

追悼式







街の復興



海の復興
ダイバーによる海中清掃や
珊瑚の修復活動が行われた























3.11
東日本大震災発生



帰国

復興経験のある仲間たち
が背中を押してくれた



救援物資

日本だけではなく世界中の
海仲間から











初めは支援物資
を届けることに
集中



活動の始まり

漁業者と地域内外の人々が協力
してグループを結成

↓

NPO設立



海の再生に向けて

漁師とダイバーの二人三脚



険しかった
復興への道のり

漂流瓦礫や海中瓦礫、水の濁り、水
温の低さ、重機がない、何から手を
つけて良いか



震災瓦礫の
撤去
 海浜の清掃

（漁港・漁場・海水浴場）

 河川の保全

（鮭が遡上する川）











現在も続く

瓦礫撤去



垣根を超えて
 漁師

 ダイバー

（三陸ではダイバー＝密猟者）

 これまでに参加したダイバーの
人数は約１万人

 漁師にしかできないこと

 ダイバーにしかできないこと

 両者でできること



社会と繋がる
漁業
開かれた海

 新しい海の文化

 復興活動で紡いだ絆

 海の復活へ→海を守る



復活した美しい三陸の海





























養殖も再開

















新しい関係

漁場に潜る（観光
に活かす）

元々はダイバー＝
密猟者

一緒に海を守る

漁業支援

漁業者以外も海に
関わりたい







エゾアワビ
の稚貝放流







復興の先へ
 持続可能な漁業

 100年先の海

 防災、減災、災害対応

 交流人口

 地域活性化

 ダイバー 漁師

 津波の伝承



津波の伝承







海の復興も一段落？



無事に養殖も復活したかに見えたが・・・



ホタテやホヤが育たない・・・





海が熱い？



海が熱い？





海の変化を
捉える
 刻々と変化する海



グルクンって沖縄の魚では！？











サバひー









3年前から
北限を超えて
生え始めた
アラメ







海藻が
消えていく

夏の海水温が高過ぎて海藻が消
える

南の魚に食べられる



ウニ砂漠

冬あたたかくて冬眠しない

海藻の芽を食べてしまう











ジリジリと



アマモも大好物



藻場保全

 昆布林の再生

 アマモ場の再生

 ホンダワラ林の再生

 ウニの移植や駆除

 植食性魚類から保護



どうやっ
て藻場を
再生す
る？



ウニの移植





一月後・・・



１ヶ月後



種をまこう！！

ここが種













半年後





南の魚に海藻が食べられる

キタムラサキウニの食害だけではなく



防魚ネット













対象実験
 ５００m程離れた場所

 同じタイミングで撮影







越喜来湾

約０.3ha→１.2haの
藻場の復活に成功

アマモ、ホンダワラ









タチアマモ
の繁茂



越喜来湾

約１haの
アマモ場の復活
に成功



タチアマモの群落
にアジが群れる



エゾアワビの増加

ホンダワラの繁茂





スガモの繁茂



ウニフェンス

 ウニの侵入を防ぐ

 ウニの蓄養場所





ウニの蓄養実験



ウニの蓄養実験







ウニの蓄養

 ワカメや昆布の養殖技術

 ウニの有効活用

 藻場の再生

 消費者と情報を共有

 環境ブランド







ムール貝
 厄介者

 牡蠣、マボヤ、ホタテなどの養
殖を阻害

 近年、増加傾向

 廃棄するだけ



特産品へ

 厄介者ものがお金に

 ブランド化

 変化を逆手に



未来の海を
育てよう

 教育の現場へ

 持続可能な漁業

 生物多様性

 技術や経験を伝える









岩手県大槌町
吉里吉里フィッシャリーナ
水路

 水中に見える昆布は吉里吉里小学校の子供
たちが種苗を挟んだ

 昆布の種のサイズは３mm程度

 昨年１２月

 半年で４m程に成長

 ブルーカーボン

 ウニ蓄養の餌











次世代の
育成



未来の海を耕す





全国で広がる
活動の輪



課題

 面倒臭い、一見すぐに金にならない、儲からないように見える

 漁師や漁協だけでは保全活動を行うのは厳しい

 漁師は通常の業務だけで精一杯

 間違った知識、現状を把握や共有がない

 古いルールのまま

 漁師からの陳情・要望が出ない？→行政も動けない

 十分な調査・研究が必要

 誰も管理はしないが権利だけは主張

 禁漁区や禁漁機関を設けない

 環境の変化が速すぎる



課題の解決に向けて

 漁業者と地域の人々が協力してグ
ループを結成し、藻場を守る

 地域で会議を開き、漁業者だけでは
なく、地域の課題とする

 藻場の現状を共有

 皆様と未来へ藻場を引き継ぐための
技術や思いを共有する



「震災復興活動から気候変動対策へ」
−１４年間の活動と未来へ向けて−

水産多面的機能発揮対策シンポジウム
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